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◎ 60周年記念インタビュー 60年の足跡を踏まえ 流体制御で
世界をリード　（一社）日本バルブ工業会会長 田渕宏政氏に
聞く　◎ 特別インタビュー 大規模災害の経験を踏まえ、減
災のあり方を考える（Ⅰ）全国簡易水道技術アドバイザー 小
笠原紘一氏に聞く…水道ネットワーク通信 有村源介　◎中
古戸建て住宅に係る建物評価の改善に向けた指針…国土交通
省　◎中興住宅流通・リフォーム市場の拡大・活性化のため
の特例措置の創設・拡充について…国土交通省　◎「中古住
宅市場活性化ラウンドテーブル平成25年度報告書」とりまと
めについて…国土交通省　◎2050年を視野に入れた国土づく
りに向けて…国土交通省　◎建設分野における外国人材の
活用に係る緊急措置について…国土交通省　◎住宅性能表
示制度の見直しについて…（一社）住宅性能評価・表示協会
◎ 明日への道標 「おもろいか」という尺度　～佐治敬三とサ
ントリー文化～…㈱日本設備工業新聞社　代表取締役社長
高倉克也　◎ トピックス トイレブース工事で特別研修…㈱
岡本　◎ 東京ブラリルポ 武蔵小金井から国分寺…㈱日本設
備工業新聞社顧問　坂本弘道　◎第７章　消火設備…建築設
備士　土井　巖　◎平成25年版機械設備工事監理指針にみる
配管材料の種類と製品概要･･配管システム研究会　◎新・撮
った写真が５万枚！？○…IDE研究所いでこうじ　◎建築着工
統計〔2014年２月〕…国土交通省　◎新製品紹介　◎ニュース
ファックス　◎エッセイ　西村修一、新田純子

◎ トピックス 素形材産業取引ガイドライン改訂　素形材産
業における適正取引等の推進のためのガイドライン…経済
産業省　◎ 地方レポート 水道の事業継続をめざし岩手県中
部に新たな広域水道（Ⅱ）…水道ネットワーク通信 有村源介
◎建設業法等の一部を改正する法律案について…国土交通
省　◎建築基準法の一部を改正する法律案について…国土
交通省　◎小規模企業振興基本法案〈小規模基本法〉…中小
企業庁　◎労働政策審議会　職業能力開発分科会報告…厚
生労働省　◎「ロボット技術の介護利用における重点分野」
を改訂しました…厚生労働省　◎「介護ロボットに関する特
別世論調査」の概要…内閣府政府広報室　◎持続的な汚水処
理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアルにつ
いて…国交省・農水省・環境省　◎平成24年度末における
浄化槽の設置状況等について…環境省　◎「富士教育訓練セ
ンターの充実強化の具体化に向けた検討委員会」報告書につ
いて…国土交通省　◎ 明日への道標 戦火で刻まれた年輪 
～ユーハイムの受難と再生～…㈱日本設備工業新聞社　代
表取締役社長　高倉克也　◎ 東京ブラリルポ 石神井公園の
散歩を生活の一部に…㈱日本設備工業新聞社顧問　坂本弘
道　◎ 新刊紹介 絵とき「バルブ」基礎のきそ（小岩井隆著）
◎鋼管技術フォーラム in 東京開催とPE鋼管による新配管シ
ステム提案活動…第一高周波工業・井出浩司　◎第６章　衛
生器具設備…建築設備士　土井　巖　◎新・撮った写真が
５万枚！？◯…IDE研究所いでこうじ　◎建築着工統計〔2014
年１月〕…国土交通省　◎新製品紹介　◎ニュースファック
ス　◎エッセイ　西村修一、新田純子

－90－ －91－

　東西新聞文化部の記者・山岡士郎は福島第１原
発の取材後、ひどく疲れやすくなって鼻血を出す。
週刊ビッグコミックスピリッツで連載中の人気漫
画「美味しんぼ」でセンセーショナルな問題にな
ったシーンだ。地元の双葉町、関係省庁、閣僚ら
は風評被害と見做して一斉に批判している。
　事実を知らないまま安易に語ることのできない
話であるだけにわたしも「福島の真実編」を読ん
でみた。内容はリアルなドキュメンタリータッチ
で苦境に立つ農家が安全でおいしい農産物を懸命
につくろうとする姿が描かれている。同時に前町
長や福島大の准教授が実名で登場し、放射性物質
による鼻血などの健康障害が依然として広がって
いると指摘している。全体のトーンは福島の人々
や風土や食文化に対する愛着が感じられ、たんな
る脱原発の政治的プロパガンダとは思えなかった。
　２年間かけて取材したという原作者の雁屋哲は
自身のブログで「私は真実しか書けない。自己欺
瞞は私の一番嫌う物である」と断言している。編
集部への抗議に対しては「書いた内容についての
責任は全て私にあります」と責任の所在を明らか
にしている。少なくとも無責任な噂話に起因する
風評と同列に並べることはできないだろう。
　被曝と鼻血の医学的因果関係は専門家のあいだ
でも意見が分かれている。見解の相違がある以上、
真相を究明する地道な努力と冷静な議論が欠かせ
ない。騒動を助長しているのはネット上を舞台に
した匿名の非難の応酬だ。顔を隠した根拠のない
言動がいつのまにか風評となっていく。　（高倉）
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